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校
こう

 訓
くん

  「 よく働き 正しく生きる 」  
 

麻生
あ そ う

っ子
こ

三つ
み つ

のめあて  

 ◎ ことばを大切
たいせつ

にする  

  ◎ 失
しっ

敗
ぱい

を笑
わら

わない  

 ◎ なかまはずしをしない  

 登
とう

 下
げ

 校
こう

 

 １ ７時
じ

５０分
ぷん

までに登
とう

校
こう

しよう。  

 ２ 通
つう

学
がく

班
はん

ごとに通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

って 集
しゅう

団
だん

登
とう

校
こう

をしよう。  

 ３ 元気
げんき

のよいあいさつをすすんでしよう。  

 ４ 学
がく

用
よう

品
ひん

は、ランドセルまたはナップランドに入
い

れて登
とう

下
げ

校
こう

しよう。  

 ５ 黄
き

色
いろ

いぼうしをかぶって登
とう

下
げ

校
こう

しよう。  

 ６ 名
な

札
ふだ

をつけて登
とう

下
げ

校
こう

しよう。  

 ７ 体育
たいいく

のできるくつをはいてこよう。  

  ８ 通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

って 二
ふたり

人以
い

上
じょう

で下
げ

校
こう

しよう。  

学
がっ

 校
こう

 

 １ チャイムに合
あ

わせて、学
がく

習
しゅう

や掃
そう

除
じ

に取
と

りかかろう。  

 ２ 掃
そう

除
じ

は、体
たい

操
そう

ぼうしをかぶり、口
くち

を閉
と

じて時
じ

間
かん

いっぱいがんばろう。  

 ３ 雨
あめ

の日
ひ

は、 教
きょう

室
しつ

で静
しず

かにすごそう。        

 ４ 次
つぎ

の場
ば

所
しょ

では、遊
あそ

ばない。  

（げんかん前
まえ

・体
たい

育
いく

館
かん

の地
ち

下
か

・非
ひ

常
じょう

階
かい

段
だん

・特
とく

別
べつ

教
きょう

室
しつ

・ 駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

・ベランダ） 

 ※ 交通
こうつう

公園
こうえん

では、遊
あそ

びません。児童
じどう

クラブの周
まわ

りのコンクリートも同
おな

じ

です。運
うん

動
どう

場
じょう

西
にし

側
がわ

の斜
しゃ

面
めん

では遊
あそ

びません。立
た

ち入
い

りもしてはいけません。 

５ 学
がく

習
しゅう

に必
ひつ

要
よう

のない物
もの

やお金
かね

は持
も

ってこないようにしよう。  

 （携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

・遊
あそ

び道
どう

具
ぐ

など）  

６ 全
ぜん

校
こう

で集
あつ

まるとき（ 集
しゅう

会
かい

や 集
しゅう

団
だん

下
げ

校
こう

など）は、口
くち

を閉
と

じて集
あつ

まろう。  

（終
お

わったら、口
くち

を閉
と

じて 教
きょう

室
しつ

に帰
かえ

る。）  

７ 着
き

替
が

えたものは、きちんと整
せい

頓
とん

しよう。  

校
こう

外
がい

生
せい

活
かつ

 

１ ５月
がつ

～９月
がつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

、１１月
がつ

～２月
がつ

は午
ご

後
ご

５時
じ

、３月
がつ

･４月
がつ

･１０月
がつ

は午
ご

後
ご

５時
じ

３０分
ぷん

に家
いえ

に帰
かえ

ろう。  

２ 外
がい

出
しゅつ

するときは、一
いっ

緒
しょ

の友
とも

達
だち

、行
い

き先
さき

、帰
かえ

る時
じ

刻
こく

を家
いえ

の人
ひと

に言
い

っておこ

う。  

３ 校
こう

区
く

外
がい

へ出
で

るときは、家
いえ

の人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に行
い

くようにしよう。  

 （えひめこどもの城
しろ

、砥
と

部
べ

動
どう

物
ぶつ

園
えん

、ニンジニアスタジアム、カラオケボックス、

ゲームセンター、映
えい

画
が

館
かん

なども子
こ

どもだけで楽
たの

しむのではなく、家
いえ

の人
ひと

といっし

ょにいるようにしよう。）  

４ 危
あぶ

ない場
ば

所
しょ

（川
かわ

、池
いけ

、工
こう

事
じ

場
ば

所
しょ

など）や道
どう

路
ろ

で遊
あそ

ばない。  

５ 田
た

や 畑
はたけ

には入
はい

らない。  

６ マッチ、ライター、ナイフなどの危
あぶ

ない物
もの

、また用
よう

のないお金
かね

は持
も

ち歩
ある

か

ない。  

７ 道
どう

路
ろ

を歩
ある

くとき、自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るときは、交
こう

通
つう

のきまりをよく守
まも

ろう。  

  ○ とび出
だ

しをしない。         ○ 二
ふたり

人乗
の

りをしない。  

  ○ ならんで走
はし

らない。         ○ 暴
ぼう

走
そう

運
うん

転
てん

はしない。  

  ○ 追
お

いかけっこをしない。    ○ 自
じ

転
てん

車
しゃ

では、 左
ひだり

側
がわ

を走
はし

る。  

○ ヘルメットをかぶろう。  

８ 知
し

らない人
ひと

に声
こえ

を掛
か

けられても、絶
ぜっ

対
たい

について行
い

かない。  
 

  あぶ      おも                  くん    いえ  
 危ないと思ったときは「まもる君」の家へ  
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